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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救

出
・
救
助
さ
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
近
所
の
人
（
六
〇
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
）
や
家
族
（
一
八
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
や
は
り
、
頼
り
は
隣
近
所
の

人
た
ち
で
す
。
日
頃
か
ら
近
所
の

人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

東
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
当
町

に
お
い
て
も
大
き
な
被
害
（
県
第

三
次
被
害
想
定
）
が
発
生
す
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
公
的
機
関
だ
け
で
は
迅
速
な

対
応
が
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
東
海
地
震
対
策
で
の
最
大

の
課
題
は
、
大
量
の
倒
壊
家
屋
の

発
生
を
前
提
に
し
た
地
域
を
あ
げ

て
の
組
織
的
で
迅
速
な
救
出
・
救

助
活
動
の
推
進
で
す
。
消
防
や
警

察
、
自
衛
隊
の
迅
速
な
対
応
が
全

て
の
地
域
に
期
待
で
き
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
近
所
の
人
た
ち
の

協
力
と
、
日
頃
の
訓
練
が
最
も
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
こ

▲道部区津波避難訓練より

れ
か
ら
紹
介
す
る
訓
練
は
実
践
的

な
訓
練
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
九
月
一
日
の
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

③
隣
の
家
に
ね
た
き
り
の
高
齢
者

の
方
が
い
ま
す
が
避
難
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
訓
練
は
、
自
分
の
住
む
地

区
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の

訓
練
で
す
。
地
図
上
で
災
害
危
険

箇
所
・
避
難
路
、
各
班
毎
の
避
難

地
な
ど
を
家
族
や
班
ご
と
、
ま
た

は
地
区
で
話
し
合
っ
て
み
る
と
意

外
に
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
発
見
で
き
た
り
、
い
ざ
と
い
う

時
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
な
り
ま

す
。
是
非
、
防
災
訓
練
で
実
践
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
近
所
の
倒
れ
た
家
の
中
か
ら

「
誰
か
助
け
て
く
れ
」
と
助
け

を
呼
ぶ
声
が
し
ま
す
。

○
ど
ん
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
？

○
そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
な

ん
で
す
か
？

○
問
題
点
は
な
ん
で
す
か
？

○
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

②
倒
れ
た
家
の
中
か
ら
負
傷
者
を

救
出
し
ま
し
た
。
救
出
さ
れ
た

人
は
倒
れ
て
き
た
タ
ン
ス
に
足

を
挟
ま
れ
て
い
た
の
で
、
右
太

も
も
か
ら
出
血
し
、
骨
折
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

○
ど
ん
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
？

○
そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
な

ん
で
す
か
？

○
問
題
点
は
な
ん
で
す
か
？

○
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

○
ど
ん
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
？

○
そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
な

ん
で
す
か
？

○
問
題
点
は
な
ん
で
す
か
？

○
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

�
用
意
す
る
も
の
�

班
ご
と
に
作
成
し
た
も
の
を

持
ち
寄
れ
ば
地
区
の
防
災

マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
す
。
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頼
り
に
な
る
の
は
近
所
の
人
た
ち
。

九
月
一
日
は
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

頼
り
に
な
る
の
は
近
所
の
人
た
ち
。

九
月
一
日
は
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

頼
り
に
な
る
の
は
近
所
の
人
た
ち
。

九
月
一
日
は
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

住
宅
地
図
・
セ
ロ
ハ
ン
・
油
性
マ

ジ
ッ
ク
（
数
色
）・
セ
ロ
テ
ー
プ
・

ベ
ン
ジ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー

災
害
図
上
訓
練

 

参
考
事
例

（
津
波
危
険
区
域
・
避
難
地
・

倒
壊
予
想
家
屋
・
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
危
険
箇
所
・
急
傾
斜
な

ど
）
を
地
図
に
書
き
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
色
分
け
を
し
て

記
載
す
る
と
分
か
り
や
す
い

で
す
。

３
、
災
害
弱
者
の
家
を
記
載
。

４
、
避
難
や
救
助
方
法
の
検
討
。

１
、
地
図
上
に
セ
ロ
ハ
ン
を
乗
せ
、

セ
ロ
テ
ー
プ
で
固
定
。

２
、
マ
ジ
ッ
ク
を
使
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
の
周
り
の
防
災
状
況

訓
練
方
法

３ 

　

こ
れ
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り

の
訓
練
と
は
違
い
ま
す
。
大
地
震

が
発
生
し
た
後
は
、
家
の
中
や
家

の
外
で
は
何
が
起
き
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
訓
練
は
、
大
ま

か
な
訓
練
概
要
の
み
を
伝
え
て
お

き
、
ど
こ
で
何
が
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
体
験

を
し
て
い
た
だ
く
訓
練
で
す
。
一

例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
各
地
区

に
お
き
ま
し
て
も
色
々
工
夫
を
し

て
、
是
非
、
防
災
訓
練
等
で
実
践

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
サ
イ
レ
ン
と
共
に
空
き
地
な
ど

に
横
に
な
る
。
住
民
が
き
た
ら

応
急
手
当
を
し
て
も
ら
い
、
介

添
え
を
受
け
て
避
難
所
ま
で
搬

送
し
て
も
ら
う
。

　

駿
河
湾
を
震
源
域
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
の
東
海
地
震
が

発
生
。
松
崎
町
内
で
は
震
度
六
強

の
揺
れ
を
観
測
し
、
住
宅
の
火
災

や
倒
壊
、
道
路
の
ひ
び
割
れ
又
は

土
砂
崩
れ
が
同
時
に
発
生
し
、
こ

れ
に
伴
っ
て
け
が
人
等
多
く
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
防
署

は
他
町
村
で
の
被
害
対
応
や
交
通

障
害
に
よ
っ
て
被
災
地
に
到
着
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

【
地
震
発
生
】

・
訓
練
開
始
は
、
自
分
の
家
の
中

で
す
。

・
実
際
の
訓
練
場
所
は
、
家
の
周

り
で
す
。

・
実
際
の
地
震
で
は
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
っ
て
い

訓
練
想
定

る
か
は
家
の
外
に
出
な
い
と
分

か
り
ま
せ
ん
。

訓
練
の
流
れ

㈪
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
火
の
元
の

確
認
。

㈫
家
族
の
安
否
確
認
。

㈬
非
常
持
ち
出
し
品
を
持
っ
て
外

へ
出
る
。

㈭
海
岸
付
近
の
人
は
津
波
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
高
台
へ
避

難
。

㈰
机
の
下
な
ど
安
全
な
と
こ
ろ
に

避
難
。

・
大
声
を
出
し
た
り
笛
を
使
っ
て

火
災
を
知
ら
せ
る
。

・
各
家
に
置
い
て
あ
る
消
火
器
を

使
用
し
て
の
初
期
消
火
訓
練
。

制
限
時
間
内
に
消
火
で
き
な
い

場
合
は
、
消
火
器
の
数
を
増
や

し
た
り
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る

消
火
。

【
各
所
で
火
災
発
生
】

�
準
備
物

発
煙
筒
・
各
家
庭
の
消
火
器
・

各
家
庭
の
バ
ケ
ツ

・
サ
イ
レ
ン
と
共
に
空
き
地
な
ど

に
横
に
な
る
。
住
民
が
き
た
ら

応
急
手
当
を
し
て
も
ら
い
、
歩

行
不
能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

�
準
備
物

竹
二
本
・
毛
布
一
枚
・
三
角
巾

一
枚

�
準
備
物

三
角
巾
一
枚

・
空
き
地
な
ど
を
利
用
し
、
建
物

が
倒
壊
し
中
に
人
が
挟
ま
れ
て

い
る
想
定
で
、
周
り
の
人
を
呼

び
集
め
る
。

・
近
所
の
家
に
あ
る
の
こ
ぎ
り
、

バ
ー
ル
、
ロ
ー
プ
な
ど
を
利
用

し
て
救
出
を
行
な
う
。

・
救
出
し
た
負
傷
者
を
避
難
所
ま

で
担
架
で
搬
送
す
る
。

�
準
備
物

の
こ
ぎ
り
・
バ
ー
ル
・
ロ
ー
プ
・

ジ
ャ
ッ
キ
・
人
に
見
立
て
た
木
材

・
建
物
の
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
な
ど

に
よ
り
、
い
つ
も
の
避
難
路
が

通
行
で
き
な
い
た
め
、
別
の
避

難
路
に
て
避
難
。

�
準
備
物

通
行
不
可
能
看
板

・
避
難
人
員
を
自
主
防
災
会
長
に

報
告
。実
際
の
こ
と
を
想
定
し
、

ど
こ
の
家
の
誰
が
避
難
し
て
き

て
い
る
の
か
各
地
区
の
世
帯
台

帳
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク
。

�
準
備
物

各
自
主
防
の
世
帯
台
帳
。

簡
易
担
架
に
て
避
難
所
ま
で
搬

送
し
て
も
ら
う
。
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シ
ナ
リ
オ
の

 

な
い
訓
練 

 

参
考
事
例

今
ま
で
と
は

 

ち
ょ
っ
と 

 

違
い
ま
す

町
の
サ
イ
レ
ン
を

 
合
図
に
訓
練
開
始
。

１
、
発
煙
筒
を
使
っ
て

　
　
　
　
　
　

火
災
発
生

２
、
け
が
人
の
搬
送
（
重
傷
）

３
、
け
が
人
の
搬
送
（
軽
傷
）

４
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助

６
、
情
報
伝
達
訓
練

５
、
避
難
路
が
災
害
で

 

通
行
で
き
ず 

 

避
難
所
ま
で
迂
回
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 ４

引
越
の
手
続
き
で

窓
口
に
行
く
の
は
転
入
時
の

 

１
回
で
済
み
ま
す
。

　

現
在
、
引
越
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
住

ん
で
い
る
市
区
町
村
に
転
出
届
を
行
い
、

転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
上
で
、
引

越
先
の
市
区
町
村
に
転
入
届
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
確
実
な
本
人
確
認
が
で

き
る
た
め
、
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転

出
届
を
郵
送
で
行
い
（
国
民
健
康
保
険
証

や
町
内
施
設
利
用
券
等
を
お
持
ち
の
方
は

同
封
し
て
く
だ
さ
い
）、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
引
越
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
提
示

し
て
転
入
届
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
越

の
場
合
に
窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１

回
だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
、

転
出
届
を
郵
送
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

【
問
合
せ
】

【
問
合
せ
】

町
民
課
戸
籍
窓
口
係

 

�　

四
二－

三
九
六
七

http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も

自
分
の
住
民
票
の
写
し

（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の
）が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
カ
ー
ド
内
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民

票
コ
ー
ド
に
よ
り
、
住
基
ネ
ッ
ト
で

の
本
人
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

●
写
真
付
き
を
希
望
し
た
場
合
は
、
公

的
な
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
写
真
（
縦
四
五
ミ
リ
・
横

三
五
ミ
リ
、
無
帽
、
無
背
景
、
六
ヶ

月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は
一
枚
に
つ

き
五
〇
〇
円
、
有
効
期
限
は
一
〇
年

間
で
す
。
た
だ
し
転
出
し
た
場
合
は

転
入
先
で
、
死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
届
の
際
に
回
収
し
ま
す
。

　

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、
住

ん
で
い
る
市
町
村
で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の
市
町

村
間
で
住
民
票
の
情
報
の
や
り
取
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
ど

こ
の
市
町
村
で
も
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
市
町
村
の
窓
口

で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
や
世

帯
の
住
民
票
の
写
し （
戸
籍
の
表
示
を
省

略
し
た
も
の
） の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

住基ネット第２次サービス（本年８月25日から）

住 民 基 本 台 帳
ネットワークシステム
住 民 基 本 台 帳
ネットワークシステム

【
転
入
転
出
手
続
の
簡
素
化
】

【
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
】

住 民 基 本 台 帳 カ ー ド の 登 場住 民 基 本 台 帳 カ ー ド の 登 場住 民 基 本 台 帳 カ ー ド の 登 場

５ 

　

七
月
一
日
か
ら
、
菊
池
純
平
さ

ん
と
古
屋
精
一
さ
ん
の
二
人
が
新

た
に
交
通
指
導
員
と
し
て
児
童
・

生
徒
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

菊
池
さ
ん
は
宮
の
前
橋
交
差
点
、

古
屋
さ
ん
は
松
崎
橋
交
差
点
で
、

主
に
登
校
時
の
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▲標識設置作業

　

昭
和
五
六
年
五
月
以
前
に
建
築

し
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
専
門

家
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
役
場

産
業
建
設
課
ま
で
。

 

（
電
話
受
付
も
し
て
い
ま
す
。）

※
わ
が
家
の
耐
震
診
断
の
結
果
が

〇
・
七
未
満
（
倒
壊
ま
た
は
大

破
壊
の
危
険
あ
り
）
と
な
っ
た

住
宅
の
耐
震
補
強
ま
た
は
建
替

え
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

七
月
六
日
、
山
口
区
で
子
ど
も

会
と
青
年
会
、
地
区
役
員
さ
ん
が

共
同
で
交
通
安
全
標
識
の
設
置
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

岩
科
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
交

通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
父
母
と
交
通

安
全
を
語
る
会
で
危
険
と
さ
れ
た

箇
所
や
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
箇

所
の
標
識
設
置
・
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
近
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有

料
電
話
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
請
求
通

知
書
が
県
内
全
域
に
発
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
名

簿
を
入
手
し
た
業
者
が
無
差
別
に

発
送
し
て
い
る
根
拠
の
無
い
請
求

書
で
す
が
、
多
く
の
場
合
、「
支

払
わ
な
い
場
合
自
宅
ま
で
取
り
立

て
に
行
く
」
と
い
う
不
安
に
さ
せ

る
文
面
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

　

県
内
七
三
市
町
村
の
代
表
が
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
、 第
四
回
市
町
村
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
今
年
一
二
月

六
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

松
崎
町
で
は
、
大
会
に
向
け
て

七
月
八
日
に
実
行
委
員
会
を
発
足
。

平
野
明
彦
さ
ん（
桜
田
）を
監
督
に
、

選
手
候
補
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
年
々
記
録

は
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
順

位
に
つ
い
て
は
上
が
っ
て
い
な
い

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
敢
闘
賞
獲
得
を
目
指

し
て
合
同
練
習
を
重
ね
、
大
会
に

臨
み
ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
交
通
指
導
員
誕
生

交
通
安
全
標
識
設
置

▲選手候補者たち

市
町
村
対
抗
駅
伝

◎
耐
震
補
強
計
画
に
よ
り
、
補
強

後
の
総
合
評
点
が
一 
・ 
〇
以
上
と

な
る
耐
震
補
強
工
事
に
対
し
、

一
棟
あ
た
り
三
十
万
円
を
限
度

と
し
た
助
成
。（
工
事
契
約
前

に
補
助
金
申
請
が
必
要
。）

「
わ
が
家
の
専
門
家
診
断
」無
料

◎
建
替
え
の
た
め
、 住
宅
金
融
公

庫
か
ら
借
入
れ
を
し
た
上
で
更

に
不
足
す
る
資
金
に
つ
い
て
借

入
れ
を
行
っ
た「
民
間
住
宅
ロ
ー

ン 
」 へ 
の 
最
大
二
％
の 
利
子
補
給
。

【
問
合
せ
】

下
田
土
木
事
務
所
建
築
住
宅
課

　
　
　

�　

二
四
―
二
一
〇
九　

①
使
っ
た
覚
え
の
無
い
請
求
料
は

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
視
し
ま
し
ょ
う
。

②
業
者
に
問
い
合
わ
せ
な
い
。

　

こ
の
他
、 孫
を
装
っ
て
交
通
事
故

等
の
見
舞
金
と
し
て
高
額
な
金
額

を
口
座
に
振
り
込
み
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

役
場
商
工
観
光
課

 　
　
　
　
 
�　

四
二－

三
九
六
四

松
崎
警
察
署

　
　
　

生
活
安
全
課

 　
　
　
　
 
�　

四
二－

〇
一
一
〇

県
東
部
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　

消
費
生
活
相
談
係

�　

〇
五
二－

九
五
二－

二
二
九
九

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
役
場
産
業
建
設
課

　
　
　

�　

四
二
―
三
九
六
五　

古 屋 精 一さん 菊 池 純 平さん

� ����������������������������������������������������������

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
！

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
！

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
！

目
指
せ

 

上
位
進
出 
！

プ 
ロ 
ジ 
ェ 
ク 
ト

 
東
海
・
倒
壊
ゼ 
ロ

詐
欺
商
法
に

 

ご
注
意
を
！



 ６

▲岩科子ども会

▲三浦子ども会

　

町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
海
水
浴
場

は
、
安
全
祈
願
祭
、
海
水
浴
場

開
き
を
済
ま
せ
、
海
水
浴
客
の

受
け
入
れ
を
整
え
ま
し
た
。

　

松
崎
海
水
浴
場
は
ヘ
ド
ロ
の

堆
積
、
ア
マ
モ
の
発
生
等
で
非

常
に
汚
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で

し
ょ
う
、
今
年
七
月
初
め
に
松

崎
海
水
浴
場
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

周
辺
と
弁
天
島
付
近
に
潜
り
、

海
底
の
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

砂
も
実
際
手
に
と
っ
て
調
べ

ま
し
た
が
、
特
に
目
立
っ
た

汚
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ア
マ
モ
の
発
生
も
少

な
い
こ
と
が
解
り
、
一
安
心

し
ま
し
た
。

　

大
変
な
仕
事
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
日
が
か
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
海
底
の
状
況
を

記
録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

町長室からこんにちは　２０
　

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
は
、
町
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
河
川
や
海
岸
の
清
掃
・

浄
化
を
住
民
運
動
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
松
崎
海
水
浴
場

は
き
れ
い
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
松
崎
海
水
浴
場
を
宣
伝
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

▲松崎海水浴場

川
や
海
を
き
れ
い
に

大会結果大会結果

優　勝
　……岩科子ども会（松崎町）
準優勝
　……竹麻子ども会（南伊豆町）
第３位
　……見高ドラゴンズ（河津町）

優　勝
　……沢田連合（西伊豆町）
準優勝
　……三浦子ども会（松崎町）
第３位
　……三浜子ども会（南伊豆町）

ソフトボール

ドッヂボール

子 
ど 
も 
会 
球 
技 
大 
会 
賀 
茂 
郡 
大 
会 
で 
松 
崎 
町 
代 
表 
好 
成 
績 
！

　

先
に
行
わ
れ
た
松
崎
町
子
ど
も
会
球
技
大
会
の

優
勝
チ
ー
ム
が
、
六
月
二
九
日
に
南
伊
豆
町
の
南

中
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
賀
茂
郡
大
会
で
見
事
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

各
町
村
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
に
よ
り
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。松
崎
町
代
表
チ
ー

ム
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

７ 
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【８月の救急当番医　西伊豆地区】 は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。
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短
歌－

松
崎
文
芸

児童扶養手当
 受給者の皆さまへ松

崎
文
芸

保健師だより保健師だより

闇
に
し
か
存
在
し
な
い 
真  
実 
の
こ
と
ば
を

ほ
ん 
た
う

 

放
て
よ 
魚 
と
な
り
ゐ
て

う
を

佐
藤
真
理
子

今
日
も
ま
た
顔
に
競
ひ
の
爪
あ
と
を

 

何
も
な
に
か
に
笑
顔
の
幼

平
野
も
み
子

 
襤  
褸 
と
は
初
め
て
知
り
し
言
葉
な
り

ら
ん 

る

 

ぼ
ろ
き
れ
と
言
ふ
が
し
っ
く
り
来
な
い

山
本
智
恵
子

地
図
の
上
の
旅
は
気
ま
ま
な
一
人
旅

 

雨
の
日
で
よ
し
晴
れ
れ
ば
ま
た
よ
し

岡
村
芳
子

今
の
夢
は
心
に
歌
を
詠
む
こ
と
ぞ

 

明
日
の
糧
に
と
机
に
む
か
ふ

土
屋
君
子

歳
月
の
残
像
の
あ
り
夕
焼
に
映
え
わ
た
る

 

浜
辺
を
見
つ
つ
わ
が
立
つ

高
橋
栄
美

は
し
ゃ
ぐ
声
の
残
る
空
へ
と
消
え
ゆ
か
ん

 

ひ
と
き
は
輝
く
流
星
に
の
り

高
橋
百
代

　８月２９日（金）、３０日（土）に下田

総合庁舎内、伊豆健康福祉センター

で目の相談会が開催されます。当

日は眼科医による相談や展示、体

験コーナーが行われます。目のこ

とが心配な方、福祉教育に関心の

ある方、福祉行政の方など、ぜひ

お出かけ下さい。一般相談、眼科

医による相談希望者は８月１１日ま

でに申し込みをして下さい。

７月の３才児健診でムシ歯のなかったお子さんたちです。

土屋あ い か ち ゃ ん
（江奈２）

土屋な つ め ち ゃ ん
（江奈２）

野木沼瑶美ち ゃ ん
（那賀）

松田汰生く ん
（東区）

船津　唯ち ゃ ん
（船田）

稲葉宏若く ん
（山口）

鈴木実希子ち ゃ ん
（峰輪）

　児童扶養手当は、父母の離婚等に

より父親と生計を共にしていない、

または、父から１年以上遺棄されて

いる児童の母、父に重度の障害があ

る児童の母、あるいは母に代わって

その児童を養育している方に対し、

支給される制度です。

　現在、手当を受けている方は、引

き続き資格があるかを審査するため

に、８月１日～８月３１日の間に「現

況届」を提出する必要があります。

忘れずに手続きをしてください。

＊「児童」とは、１８歳に達する日以

降、最初の３月３１日まで。支給対

象児童が障害を有する場合は２０歳

未満までをいいます。

【問合せ】

健康福祉課　� ４２－３９６６

干
物
を
作
る
そ
ば
に
よ
り
き
て
手
を
こ
す
る

 

蝿
よ
一
茶
の
や
う
に
は
い
か
ぬ

堀
岡
洋
子

青
き
海
灰
色
の
海
銀
の
海
眺
め
て
生
き
る
私
な
り
に

端
山
き
ち
枝

ぼくたち わたしたち ムシ歯はないよ！ぼくたちぼくたち　わたしたちわたしたち　ムシ歯はないよムシ歯はないよ！！
～目の相談会～

【問合せ】
〒４１０－００４６　沼津市米山町６－２０
沼津盲学校センター機能推進課
 電 　 話 ０ ５ ５－９ ２ １－２ ０ ９ ９
 Ｆ Ａ Ｘ ０ ５ ５－９ ２ １－５ １ ０ ４

あいＥあ い Ｅ ＹＥフェアｉｎ下田Ｙ Ｅ フ ェ ア ｉ ｎ 下 田あ い Ｅ Ｙ Ｅ フ ェ ア ｉ ｎ 下 田



 ８

議会事務局　４２－３９６１
町 長 公 室　４２－３９６２
総 務 課　４２－３９６３
商工観光課　４２－３９６４

生活環境課　４２－３９６９
出 納 室　４２－３９７０
教育委員会　４２－３９７１
振興公社推進本部 　４２－１８８１

　

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭

（
特
に
幼
稚
園
く
ら
い
）
で
は
、

昼
の
一
二
時
、 夕
方
五
時
、夜
寝
る

時
間
の
九
時
あ
た
り
で
チ
ャ
イ
ム

を
鳴
ら
し
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。

「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
か
ら
、
も

う
寝
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
。」
と

親
が
言
え
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、

時
報
の
時
間
は
変
更
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

時
報（
チ
ャ
イ
ム
）の

 

放
送
に
つ
い
て

　
（
答
）
近
年
の
社
会
構
造
の
変

化
に
よ
り
、
以
前
か
ら
チ
ャ
イ
ム

の
変
更
を
希
望
す
る
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
隣
町
村

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
二
〜

三
回
が
大
半
で
し
た
。
こ
れ
ら
を

参
考
に
区
長
会
で
相
談
し
た
結
果
、

一
日
八
回
鳴
ら
し
て
い
た
チ
ャ
イ

ム
を
昨
年
一
二
月
か
ら
試
験
的
に

一
日
三
回
（
正
午
・
午
後
五
時
・

午
後
九
時
）
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
再
度
区
長
会

で
相
談
し
、
今
年
四
月
か
ら
（
午

前
六
時
半
・
午
前
一
一
時
・
午
後

四
時
）
に
変
更
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
や
漁
業
、
自
営
業
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業

の
方
が
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
す
時
間
帯
も
立

場
に
よ
っ
て
異
な
り
、
調
整
も
大

変
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
り

あ
え
ず
現
行
の
ま
ま
で
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
外
に
誇
れ
る
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
発
信
さ
れ
た
こ
と
は
、
喜
ば

し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
ア
ク
セ
ス
側
と
の

双
方
向
性
を
重
視
し
、
職
員
の
心

が
見
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
定
の
管
理
者

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
住
民
参

加
の
組
織
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
？
（
住
民
リ
ン
ク
表
、

観
光
画
像
掲
示
板
、
全
回
覧
板
の

表
示
、
集
落
の
紹
介
、
長
八
美
術

館
な
ど
の
職
員
手
造
り
Ｈ
Ｐ
＝
観

光
客
と
の
対
話
等
）

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

 

つ
い
て

（
松
崎　

男
性
）

（
町
長
公
室
）

（
中
川　

男
性
）

　
（
答
）松
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

今
年
四
月
一
日
「
ど
な
た
に
で
も

見
や
す
く
使
い
や
す
い
」
を
目
標

に
公
開
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

問
合
せ
窓
口
を
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、電
話
等
の
複
数
を
紹
介
し
、

ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
と
の
双
方

向
性
に
は
充
分
注
意
を
払
っ
て
作

成
し
ま
し
た
。

　

近
年
Ｉ
Ｔ
分
野
は
急
激
な
速
さ

で
進
展
し
て
お
り
ま
す
が
、
個
々

の
職
員
全
て
が
通
常
業
務
を
処
理

し
な
が
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す

る
の
は
、
現
状
組
織
で
は
無
理
な

状
況
で
す
の
で
、
現
在
は
数
名
の

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
住
民
参
加
の
組
織
に

つ
い
て
は
、
管
理
面
等
か
ら
も
課

題
が
多
い
た
め
、
可
能
性
に
つ
い

て
は
充
分
な
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
町
長
公
室
）

� ����������������������������������������������������������
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
ど
こ
で
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
な
に

が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
人

が
活
動
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
も
っ
と
知
り
た
い
�
そ
う

し
た
思
い
に
応
え
る
た
め
に
、 Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市
民
活
動
の
た
め
の
広
報
・

交
流
サ
イ
ト
と
し
て
県
生
活
・
文

化
部
県
民
生
活
総
室
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進

室
主
催
の
「
し
ず
お
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

森
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
の
小
さ
な

種
が
芽
を
ふ
き
、
木
と
な
っ
て
育

ち
、
や
が
て
仲
間
が
で
き
て
林
と

な
り
、
そ
し
て
大
き
な
森
と
な
っ

て
地
域
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す

よ
う
応
援
し
ま
す
。

　

県
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
の
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
、
人
材
・
寄
付
募
集
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｑ
＆
Ａ
、
お
役
立
ち
情

報
な
ど
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う

と
す
る
人
や
す
で
に
活
動
し
て
い

る
人
に
必
要
な
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

役場への
お問い合わせは
各課直通電話へ

どうぞ

町民の広場町民の広場町民の広場

し
ず
お
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
森

し
ず
お
か

し
ず
お
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
森

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
森
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産業建設課　４２－３９６５
健康福祉課　４２－３９６６
町 民 課　４２－３９６７
税 務 課　４２－３９６８

http://w
w
w
.shizuoka-npo.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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七
月
六
日
、
第
二
〇
回
石
部
温

泉
大
地
曳
網
ま
つ
り
が
石
部
海
岸

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
浜
辺
に
は
行
楽

客
や
地
元
住
民
ら
約
三
〇
〇
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

沖
の
網
船
の
合
図
で
、
前
夜
仕

掛
け
た
網
を
参
加
者
が
息
を
合
わ

せ
て
一
斉
に
引
き
寄
せ
る
と
、
大

量
の
ア
ジ
や
ト
ビ
ウ
オ
、
バ
シ
ョ

ウ
イ
カ
等
が
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

獲
れ
た
魚
等
は
、
早
速
刺
身
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
振
舞
わ
れ
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
、
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　

七
月
六
日
、
山
口
区
の
三
世
代

交
流
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
会
と

老
人
会
、
青
年
部
、
女
性
会
や
地

区
役
員
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
七

夕
か
ざ
り
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
区
内
各
家
庭
で
願
い
事
を
書

い
て
も
ら
っ
た
短
冊
と
、
女
性
会

と
子
ど
も
会
で
作
っ
た
飾
り
が
、

青
年
部
で
用
意
し
た
笹
竹
に
飾
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
七
夕
か
ざ
り
は
、

公
民
館
前
と
宇
治
橋
に
か
ざ
ら
れ
、

通
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

七
月
一
二
・
一
三
日
、
峰
区
で
、

「
天
王
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
二
日
は
、
夕
方
か
ら
悪
魔
払

い
の
獅
子
が
各
世
帯
を
回
り
、
夜

一
〇
時
過
ぎ
か
ら
は
岩
科
川
で

「
せ
ん
ご
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
三
日
に
は
、
宮
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、豊
作
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
二
八
〇
年
前
に
南
伊
豆
町
毛

倉
野
地
区
で
災
害
が
あ
っ
た
時
に

峰
の
獅
子
が
悪
魔
払
い
を
し
て
く

れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
伝
統
の
ま
つ
り
で
す
。

　

七
月
一
二
、
一
三
日
の
両
日
、

「
伊
豆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
二
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
一
日
目
の
婆
娑

羅
峠
の
ポ
イ
ン
ト
に
時
間
内
に
到

着
し
た
チ
ー
ム
は
な
く
、
完
走
は

無
し
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
競
技
は
予
定
ど
お
り

行
わ
れ
、
岩
地
海
岸
や
千
貫
門
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
過
酷
な
コ
ー
ス
設
定
に

し
て
挑
戦
者
を
待
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

今 
年 
も 
大 
漁 
！

 

大 
地 
曳 
網 
ま 
つ 
り

▲地曳網のクライマックス

▲かざりつくりの様子

▲ゴールの瞬間

▲「せんごり」の儀式

三 
世 
代 
交 
流

 
七
夕 
か 
ざ 
り 
つ 
く 
り

家
内 
安 
全
・
豊
作
祈 
る

 
峰
区 
伝 
統 
の 「 
天 
王 
祭 
」

強
者
集 
う 
！

 

伊
豆 
ア 
ド 
ベ 
ン 
チ 
ャ 
ー
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 灯篭流し・水中花火 

【日時】　８月１５日（金）　１９：００～

【場所】　ときわ大橋周辺

 三浦地区花火大会 

【日時】　８月１５日（金）　２０：３０～

【場所】　岩地・石部・雲見海岸

 松 崎 花 火 大 会 

【日時】　８月１６日（土）　２０：００～

【場所】　松崎海岸

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

夏 ま つ り

　明治９年８月２１日に静岡県と浜

松県が合併して現在の静岡県になっ

たことから、毎年８月２１日を「県

民の日」として、各地でイベント

が開催されます。

　松崎町では、中瀬邸、岩科学校、

海洋センターが入場無料となりま

す。

８
月

８月21日は県民の日

節電にご協力を ！

　夏の猛暑が続きますと、電力需

要がまかなえなくなる可能性がで

てまいります。冷房温度の高め設

定等、節電にご協力をお願いしま

す。

【問合せ】　東京電力�伊豆支社

　　�０１２０－９９５－９０２

みんなで咲かそう　浜名湖花博
2004．4．8～10．11

〔オリジナルグッズの通販〕

　浜名湖花博では、イベント会場

等で、前売り券とともにキャラク

ターグッズの販売を行ってきまし

たが、遠方のお客さんのご要望に

お応えするため、通信販売をスター

トしました。取り扱い商品は、ぬ

いぐるみ、 ストラップ、ピンバッチ

などです。詳しくはホームページ

 （ ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／ ／ ｆ ｌ ｏ ｒ ａ ２ ０ ０ ４ ． ｏ ｒ ． ｊ ｐ ） か広報課

（０５３－４５０－５８５０）までお問合せ下

さい。

〔第一期前売り券販売中〕

　浜名湖花博では、９月３０日（火）ま

でを第一期前売り期間として当日

券の２割引で入場券を販売してい

ます。さらに、抽選で合計１，０００

名に海外旅行をはじめ、さまざま

な景品が当たるチャンスもありま

す。ぜひお得な前売入場券をご利

用ください。

　町内では、道の駅「花の三聖苑」

で取り扱っています。

〔ボランティア募集〕

　あなたも浜名湖畔で開かれる花

の祭典に参加してみませんか？条

件や待遇など詳しい募集内容は、

浜名湖花博ボランティア事務局（０５３

－４５０－５２８２）までお問合せ下さい。

〔イベント参加者募集中〕

　花と緑があふれる浜名湖花博の

会場で楽器を弾いたり、歌ったり、

お芝居を演じたり、花の教室や作

品展示など世界の国々から訪れる

人々に向けて素敵なメッセージを

届けてみませんか？詳しくは浜名

湖花博イベント事務局（０５３－４５０－

５２８３）までお問合せください。

１１ 

　現行税制の基礎となっている申

告納税制度は、納税者自身による

適正な申告と納税によって支えら

れています。

　この制度を維持し発展させてい

くためには、故意に不正な手段で

税を免れようとする者の責任を厳

しく追及することになります。

　残念なことに町内でも過小申告

による修正や滞納が増加していま

すが、これらの行為には追徴金や

延滞金というペナルティが課せら

れます。

今月の納税

国民健康保険税
第３期

【日時】　８月１８日（月）

　　　　１０：００～１５：００

【場所】　学習センターふれあいホール

【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

①航空学生

　海上・航空自衛隊の幹部パイロッ

トを養成するコースです。約３年

後には事業用操縦士の国家資格を

取得します。

②一般曹候補学生

　全員が２年後に曹に昇任、大半

が幹部となり活躍するコースです。

③曹候補士

　３年以降選考により曹に昇任、

幹部への道も開かれたコースです。

④２等陸・海・空士

　最も一般的で、曹及び幹部への

道も開かれたコースです。２～３年

を１任期として勤務します。

　平成１５年７月１５日現在

　　　　（　）は前年対比

　　人身事故　１８件　（－５）

　　物損事故　５７件　（＋２）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　２６人　（＋１）

税一口メモ

町の交通事故

脱税と滞納は社会公共の敵

【日時】　８日（金）午前１０時３０分～

【場所】　みんなのひろば

【問合せ】　図書館

　　　　　�４２－３９７２

２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１１２３４
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図書館だより

８月のお話し会

� 凡　　例�
�����������������

��������������

�����������������

�������� �� �

自衛官募集

【資格】

㈰は１８歳以上２１歳未満の高卒者

　（見込み含む）。

㈪は１８歳以上２４歳未満。

㈫、㈬は１８歳以上２７歳未満。

　（年齢はいずれも来年４月１日現在の年齢で）

【受付】　８月４日（月）～９月１０日（水）

【試験】　㈰は９月２３日（火）

　　　　㈪、㈫は９月２０日（土）

　　　　㈬は男子９月１８日（木）

　　　　　　女子９月２６日（金）

【問合せ】　自衛隊伊東募集事務所

　　�０５５７－３７－９６３２

行政・人権・生活
合同相談

夏期開館時間について

 ７月２６日（土）～８月２４日（日） 

 （土・日曜日の昼時間） 
※正午１２時～午後１時も開館します。

 ７月３０日（水）～８月３１日（日） 

 （午後８時までの開館となります。） 
※但し、８／１４、１５、１６、２９

　　　　　　及び毎月曜日を除く。

犬・猫ひきとり

【日時】　８月６日（水）・２７日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

入湯税出張徴収

今月はお休みです。
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 １２

　７月１６・１７日の２日間、環境センター

で「大陸地殻の成因を海底掘削によっ

て解明するためのワークショップ」が

開催されました。

　なんと世界規模の調査をする準備の

ための研究会だったのです。

　なぜ松崎で開催されたかというと、

調査を予定している伊豆諸島の海底と

地質が同じであり、下調べも兼ねてい

たそうです。

　もしかしたら世界的に有名な町にな

るかも知れません。 （高橋）
※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

校
ひ
ろ
ば

（26）

　

六
月
二
七
日（
金
）二
時
間
目
、
梅
雨

の
晴
れ
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
中
川
小

学
校
児
童
会
主
催
の
七
夕
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
す
ぐ
お
隣
の

中
川
幼
稚
園
の
お
友
達
も
大
勢
参
加
し

て
く
れ
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
行
事
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
創
意
を
生
か
し
協
力
し
行
事
を
企
画

運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
能
力
を

養
う
こ
と
と
、
幼
少
と
の
交
流
と
い
う

目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

始
め
の
言
葉
の
後
、
各
ク
ラ
ス
や
全

校
放
送
を
通
し
て
練
習
し
て
き
た
「
た

な
ば
た
」
を
全
員
合
唱
し
ま
し
た
。
そ

の
声
は
空
高
く
届
く
よ
う
で
し
た
。
そ

し
て
、
お
話
「
織
り
姫
様
と
彦
星
様
」

は
模
造
紙
大
の
カ
ラ
フ
ル
な
紙
芝
居
で
、

六
年
生
が
製
作
し
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

何
日
も
練
習
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
声
優

さ
ん
達
も
演
技
力
満
点
の
出
来
映
え
で

し
た
。

　

そ
の
次
は
、
お
楽
し
み
交
流
ゲ
ー
ム

の
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
と
「
七
夕
変

身
ゲ
ー
ム
」を
行
い
ま
し
た
。変
身
ゲ
ー

ム
は
、
三
色
に
分
か
れ
て
「
彦
星
」、

「
織
り
姫
」、「
神
様
」
の
変
装
が
出
来

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
衣
装
は
、
家
庭

科
の
学
習
に
関
連
づ
け
て
五
年
生
が
工

夫
し
て
く
れ
ま
し
た
。
髭
を
付
け
た

二
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松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

戸籍だより
（６月分）

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

り
、
杖
を
持
っ
た
り
、
飾
り
を
付
け
た

り
と
そ
の
様
子
に
皆
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
み
ん
な
の
願
い
」
で
は
、

全
員
で
飾
り
付
け
た
笹
竹
を
前
に
幼
稚

園
や
各
学
年
の
願
い
事
例
え
ば
「
み
ん

な
が
い
つ
も
に
こ
に
こ
な
か
よ
く
い
ら

れ
ま
す
よ
う
に
」
等
を
声
を
揃
え
て
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

素
敵
な
思
い
出
が
で
き
、
来
年
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
行
事
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
幼

少
と
の
連
携
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

戸籍だより
（６月分）

電気使用安全月間です

8月は経済産業省主唱の

昭和２８年８月婚姻届のご夫婦を紹介します。

届出日年齢氏　名地区

２２日
７０歳
６９歳

夏 目 幸 男
　　 和 子

那　賀

� ���������������������������������������������������������

――　電気を安全に使う● つのポイント　――

㈰漏電遮断機を取り付けて電気事故を防ぎましょう。　㈪アース線はしっかりと取り付けましょう。
㈫タコ足配線は止めましょう。　㈬プラグはときどき点検しましょう。
㈭取扱説明書（電気製品）にそった使い方をしましょう。

広報あれこれ広報あれこれ

七
夕
集
会
た 
の 
し 
か 
っ 
た 
よ

�
四
三－

〇
〇
〇
三

中
川
小
学
校

���

（平成１５年６月３０日現在）

総人口 ８，８３９人（－１２）

　男　 ４，１９３人（－８）

　女　 ４，６４６人（－４）

世帯数 ３，１５２戸（－４）

転　入　１５人　転　出　１４人

出　生　１人　死　亡　１４人

��������

町の人口と世帯

�� ��������������������������������������������������������

財団
法人関東電気保安協会 http:///www.kdn.or.jp

保 護 者性別氏名地区

馬場寿文女 愛  珠 
マナ ミ

伏 倉

おめでとうございます（出生）

便利で安全な電気は、生活や産業になくてはならないエネルギーです。しかし、 使い方をまちがえると、
思わぬ事故につながることがあります。
特に、夏期は、電気による事故が多く発生しているため、８月を経済産業省主唱の「電気使用安全月
間」として、電気使用の安全運動が全国的に展開されています。そこで、　関東電気保安協会では、皆
さまに電気を正しく安全にお使いいただけるよう「５つのポイント」をお知らせしています。

財団
法人

おめ で と う №71金婚式

届出人年齢氏　　名地区

継　子７９高 橋 英 男石　部

源　吾４４山 本 美 晴大　澤

毅９２山本とよゑ大　澤

美保子８０土 屋 尚 信那　賀

喜久代８５田 所　 　宮　内

直太郎８３松 江 ふ　江奈３

貞　年７８金 澤 千 秋大　澤

公７７山 本 敏 夫西　区

仁左衛門９２高 橋 文 平石　部

とめ７６渡�彦太郎雲　見

義�８４菊 池 よ う野　田

治良７７関　 常 �江奈１

おくやみ申し上げます（死亡）


